
総務文教常任委員会会議録 
 

 

１ 日  時  平成２８年３月１１日（木） 

 

２ 会議時間   １５時２１分開会  １５時３２分閉会 

 

３ 出席議員  委員長：高橋政悦   副委員長：鈴木孝寿 

        委 員：北村光明、木村好孝、口田邦男、中島里司 

        議 長：加来良明 

 

４ 事務局   事務局長：佐藤秀美、係長：渋谷直親 

 

５ 説明員    

 

６ 議  件 

 

 （１）所管事務調査の申し出について 

 

 

（２）その他 

  

 

 

７ 会議録    別紙のとおり 

 

 

 

 



総務文教常任委員会 【開会１５：２１  閉会１５：３２ 】  平成２８年３月１１日 

 

 

議件（１）所管事務調査の申し出について 

 

委員長：（高橋政悦）本日は急に集まっていただいてありがとうございます。前回の委員会で所管

事務調査の申し入れについて諮っており、決定になったところだったが、日程を見ると

７月には参議院選挙と噂では衆参同時選挙などとも聞こえてきており、調査先での７月

の受け入れは難しいのではないかということで５月の連休明けに日程を変更させてい

ただければと考えている。今回申し入れを行うことで、６月までの所管事務調査として

他の理由付けをしないで調査を継続することができるのではということで副委員長や

事務局との相談をした。今回は再度日程調整をしたいということで集まってもらった。 

     具体的に日程を決めて、委員からの視察先の意見を出してもらってから決めたいと思う。

まずは日程から決めていきたい。委員会の都合だけで日程を決めて行ってもよいだろう

か。 

佐藤局長：相手方の都合もあるので大まかな日程を決めるということではどうか。視察先が数カ所

になる可能性があるのでその辺りの調整も必要ではないか。幅を持たせた方が調整も効

かせやすいだろう。 

委員長：５月の連休明けにすぐということで５月 10 日から 20 日までということになると思うが、

そのうちの２泊３日。相手方の都合により日月火や木金土になることもあるが、委員の

中で特に都合の悪い日はあるか。 

木村委員：できれば土日を避けていただきたい。 

委員長：10 日から 20 日の間で調整したいと思う。なるべく平日の２泊３日ということで、仕方が

ない場合は木金土ということにしたい。場合によっては日月火も止むを得ないというこ

とを理解してほしい。 

 （はいの声あり） 

委員長：行き先についてだが、先に出していた「キーパーソン２１」というＮＰＯ団体とそこを所

管している川崎市の教育委員会の双方の話を聞くのが一番良いのではと思うが、先に事

務局にあたってもらっているが、ＮＰＯからは受け入れはできるという話は聞いている。

その日程調整も今後行うが、同じ川崎市なので所管している教育委員会の話も聞けたら

と思っている。いまは関東圏での調査を考えている。 

鈴木委員：現在文科省に最先端のモデル事業を探してもらっている最中。その結果が出てないので

時間が欲しい。 

委員長：委員から「是非ここに行きたい」というものがなければ正副委員長に視察先は一任しても

らえるか。 

 （一任するの声あり） 

委員長：本日急に集まっていただきありがとうございました。本定例会での調査の申し入れはそう

いう事で行っていくことでお願いする。 

 

（２）その他 

 

委員長：その他の項目で何かあるか。 

 （なしの声あり） 

委員長：本日の会議を終了する。 


